


要約：NICU における長期入院例の実旗調査を全国で 27 の NICU の集計を行った。本研究

では出生体重と入院期間により分類して検討した。出生体重については、1.500g 未満、

1.500g 以上 2.500g 未満、2,500g 以上の 3群に分けた。入院期間については日齢 90 以上、

150 以上入院例を集計した。さらに各体重群とも出生予定日からの入院期間別による、1993

年における全国の入院数を推定した。調査結果は、日齢 90 以上入院例は 3,431 例、日齢

150 以上入院例は 1,284 例と推定された。このうち出生体重 1,500g 未満児の占める割合

が多かった。しかし各年齢群を出生予定日からの修正日齢による入院期間を見ると、日齢

90以上入院例の内で修正日齢150以上では、出生体重1.500g未満は7%、1,500g以上2.500g

未満は 34%、2,500g 以上は 43%入院していると推定された。


